
一本松古墳群　山王塚古墳（笠間市）

　　　　　前方の木々のある所が一本松古墳群に属する山王塚古墳/南側から見たところ



　　アップで見たところ/墳頂には日枝神社が祀られている



山王塚古墳は帆立貝型前方後円墳だったが、明治22年(1889年)に水戸線敷設のため、前方部が削られ、後円部だけが残った/
西側から見たところ



近づいて見たところ/周囲に周堀が巡り、現在も水をたたえ、葦が繁っていると云う/線路敷地内に池が残っており、その池は前方部
を巡る周堀の一部とみなされているそうだ



　　　後円部に鎮座する日枝神社



　　　　　　右手から見たところ



　　　　　少し退いて見たところ



さまざまな石造物があった/二十三夜塔



中央は馬頭尊



　　　　　　アップで見たところ



　　　　　　墳頂に登ってみる





　　　　社殿の左手を見たところ



振り返って南方向を見たところ/こちらに前方部があったのだが



　　　　　そこで左手を見たところ



　　　　　同じく右手を見たところ



　　　　社殿の右手を見たところ



　　　　　反対側から見たところ



　　　社殿の背後を見たところ



　　そこで右手を見下ろしたところ



参考ホームページ

http://sgkohun.world.coocan.jp/archive/index.php/kasama_sannou/

http://www.city.kasama.lg.jp/sp/page/page000658.html
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